ブロック技術データ

	ブロック名
	
	ブロックタイプ

	会　社　名
	
	護岸ブロックか根固めブロックを表記

	ブロックの形状および寸法
	実験に設置するブロックの幅・長さを表現すること

安定性はこの設置状況に対する評価となる

ブロックの縦･横･高さとは異なるので十分注意のこと
	材　質
	

	
	
	体　積（ｍ3）
	小数3桁

	
	
	型枠面積（ｍ2）
	小数3桁

	
	
	質　量（kg）
	小数1桁

	
	
	幅（m）
	小数3桁

	
	
	長さ（m）
	小数3桁

	
	
	ブロック全体高（m）
	小数3桁

	
	
	平面積（m2）

（揚力作用面積）
	小数3桁

	
	
	正面積（ｍ2）

（抗力作用面積）
	小数3桁

	
	
	粗度要素支配面積

（ｍ2）
	小数3桁

	ブロックの写真
	（単体ブロックの斜め写真，見やすいように、欄の高さを調整してください。）


	実験時のブロック設置向きと標準施工断面（施工図面、写真などで可）

	施工写真

実験のブロック設置方向と同様の施工写真を表示する


	施工図面

施工図面から連結状態・覆土・遮水シートの有無など標準的な施工方法が分かる図とする


　　　　※質量を直接計量せず、体積×密度で算出した場合は参考値と表記する。

※技術データを作成する際、参考にしてください。

抗力作用面積、揚力作用面積、粗度要素支配面積　説明図

抗力作用面積：水色の面積

揚力作用面積：黄色の面積（ブロック内の空洞部分は含まない。）

粗度要素支配面積：ピンク色の部分の面積（隣接ブロックとの間の目地面積の半分を含む。

　　　　　　　　　ブロック内の空洞部分の面積も含む。）
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粗度要素支配面積




（正面図）Ｂ－Ｂ断面図
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平面図
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テキスト�

ボックスの大きさはテキストに合わせて変わります。
新しい行を入力するには
Enter キーを押してください。�
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